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令和５年度 第四回 藤沢市立羽鳥中学校 学校運営協議会会議録 

 

開催日時 2023（令和５）年 12 月 11 日（月）13:30～16:00 

場所 藤沢市立羽鳥中学校 図書室 
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席 

委 

員 

等 

 

 

 

 

・青木 茂道（ 会長 /  青少年育成協力会会長 ） 

・能勢 敏之（民生委員・児童委員） 

・秋田 典子（主任児童委員） 

・市村 慶子（社会福祉法人いきいき福祉会ラポール城南） 

・岩淵 富美代（前学校評議員） 

・齋藤美江子（元 PTA 会長・前学校評議員） 

・林 久美（前学校評議員）※遅刻可能性あり 

・西塔 光好（元中学校教頭） 

・三觜 恵加（PTA 会長） 

・戸塚 渉（明治市民センター長） 

・若林 理恵（藤沢市社会福祉協議会明治地区担当 CSW） 

・深津 礼子（藤沢市立羽鳥中学校 校長） 

・平井 早苗（藤沢市立羽鳥中学校 教頭） 

・野口 沙織（藤沢市立羽鳥中学校 学校支援指導担当） 
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１．開会 深津校長 

 大きな行事は終わり、各学年行事（1 年 八ヶ岳宿泊行事、２年 横浜校外活動）に向

け、準備をしている。 

 昨日、本校体育館にて地域避難訓練が行われた。緊急事態がなければ一番だが、いざと言

うときのために様々な準備が必要であると改めて感じられた。本校教職員への周知も必要か

と思われた。 

 本日は１，2 年の総合的な学習の時間の様子の参観を経て、また生徒の違った一面をみて

いただければと思います。 

 

２．（１）学校・生徒の様子 

・野口教諭 

 本校の支援体制について（校内支援組織・各学年支援教諭、本校 SC の紹介・支援会議の

持ち方（出席者・時間割に組み入れられている）の説明をさせていただいた。 

 支援といっても、様々対応がある。本校の状況は｢生徒指導｣と｢生徒支援｣が分かれて考え

るのではなく、関連性があると感じられる。生徒への支援に対して、｢生徒指導｣｢生徒支援｣

と二人三脚で生徒を考えている。 

 支援会議では、様々な状況に対しての具体的な手立てや支援が考えられている。｢学習不

振への対応｣に対しての手助けや、人間関係の構築に悩んでいる生徒へのアプローチなど

様々な視点で情報共有・支援方法の相談、具体的な対応者の計画などを行っている。 
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 本校だけではなく、昨今の不登校生徒への支援として、時間を決めて対応している。勉強

が苦手ならば、その勉強（場合によっては、わからない箇所までさかのぼって行うこともあ

る）、なんとなく教室で授業を受けられないけど、学校に行ける場所をつくっている。 

 学習支援としては、授業中に取り出し授業を行っている（水曜日）。あくまでも本人が｢自

分で行いたい｣という意識をもった上で行っている。 

 学校教職員だけではなく、介助員さんや学習支援員さんと様々な方々の力を頂いている状

況がある。 

 

青木さん： 家庭との連絡はどのようにとっているか。 

野口教諭： 個に応じた対応をしている。学習支援員さんの対応の仕方等は伝えているが、

学習内容等をその都度連絡は行っていないケースが多い。面談等で保護者への

連絡は行っている。 

青木さん： 保護者により、ものすごく心配するケース、一方、ほとんど心配しないケース

も見られる。 

野口教諭： 状況に応じて、あまりにも手が掛けられていないケースの場合は、支援部とし

て他の外部機関への依頼をお願いしている。また、保護者さんへの学校からの

連絡も行っている。 

若林さん： 保健室での対応はしていますか。 

野口教諭： 本校では、推奨はしていない。学校への登校へのきっかけ、心のよりどころの

一つとして、｢少しでも話せる場所｣としての位置づけとしている。ただ、｢保

健室登校｣となると、けがや病気になった生徒への対応も養護教諭はあるの

で、それができない、という状況は生じないようにしている。 

       SC にすぐ相談することに敷居が高いと感じる保護者もいる。より相談しやす

いよう、保護者との連絡も学校では密にし、子どもたちのことを考え、取り組

んでいる。 

 

（２）授業参観 

（１，２年 総合的な学習の時間の取組 / ６組 スポーツ競技会予習）  

青木さん： ｢グループ構成｣を生徒へ質問した。かつて、班構成がきっかけで行事に参加で

きなかったとの話も聞いたことがある。ずいぶんクロームブックを使いこなし

ている様子も見られた。 

若林さん： 予算書を用いながら、色々検討している様子が楽しそうで、でもみんなと協力

している。 

校長  ： 携帯電話は、業者さんから借りて連絡はとれるようにしている。 

  

（３）各委員様からの話 

市村さん：｢かるがも｣が、｢高齢者｣の方々の居場所として定着している。学生さんや保護者

の方々にも地域の居場所として定着できるよう、努めていきたい。学校の定期試
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験日程などを把握しながら取り組んでいきたい。 

能勢さん：（授業参観を通じて）生徒の自主性を大事にしながら取り組んでいる様子をかん

じた。学校からの｢押しつけ｣という感じではなく、生徒に自由に行っている様子

が感じられた。また、掲示物なども生徒の表現を多く目にして、非常に良いと思

った。 

若林さん：（｢ふじさわボランティアニュース｣を参照に）生徒達にもボランティア体験の場

所を設定している。また、引きこもりの方々へのアプローチも大事にしている

（講演会のお知らせ）。保護者支援が必要な家庭への援助を通じ、子どもたちが

元気になっている様子を最近改めて感じたケースがあった。地域でのそのような

支援を改めて大事なことかと思う。 

秋田さん：（若林さんの話をうけ）少しでも応援できるようにしていきたい。明治市民セン

ターでも、子どもの居場所として様々なことを行っている（クリスマス関係な

ど）。羽鳥中学校から明治市民センターは少し距離的に離れているが、子どもの

居場所として活用できるように活動していきたい。 

岩淵さん：学校のサブグラウンドから聞こえてくる生徒の様子が本当に元気で、いい学校だ

と思う。上級生、下級生で授業の様子も違っていて、成長の様子が感じられる。 

西塔さん：きめ細かい対応をしている様子が、授業参観からも感じられる。支援がさきか、

指導が先かではなく、両輪が連携を取っている様子が感じられる。朝練習などの

様子も見られるが、とても安心している。 

林さん ：地区の炊き出し行事にて、保護者同士をよくされていた。そのような中で、受験

システムの変化なども耳に入る。（ご子息が）介護福祉の勉強をされている。 

     リハビリの話、介護の話などを（お子さんの）学校から話しをきくと、成長を感

じられた。自分でやりたいことを見つけたことに応援していきたく思う。 

齋藤さん：｢居場所作り｣の講演会（F プレイス）に参加した。様々な話を伺い、具体的な活

動はまだ定かではないが、地域の一員として何か行いたいと思う。 

戸塚さん：明治市民センターの取組について……生環協（明治地区生活環境協議会）主催の

｢明小での引地川水辺に親しむ会｣を今年から親水公園で行うこととなった。実際

に水に接するなど、今までの活動をよりアップグレードできたのではないかと感

じている。｢ふるさとまつり｣は、コロナ前に戻り、盛況だった。｢青少協音楽会｣

では、普段の練習の成果を見せていただき、感銘した。市長との意見交換では

｢子どもの見守り｣をテーマとしておこなった。下校時の子どもを地域で見守る、

という視点での意見交換があった。今後保護者、学校の認知度向上が課題であ

る。 

三觜さん：PTA の取組として｢リサイクル制服｣の回収を行った。三者面談期間に（回収）を

行っている。前回のリサイクル販売が盛況だった。例年、新１年生説明会の時に

リサイクル販売を行っているが、今年は売るほど十分にないので、行わない意向

である。次年度の PTA 役員の選出について各保護者からの意向を確認してい

る。決定において難航しそうな役員もありそうなので、保護者の方々へ連絡をし
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ていく予定です。 

青木さん：辻堂駅周辺で薬物関係の事件が発生したことがある。 

     ｢里芋掘り｣も無事に行えた。｢輪飾り作り｣を今後予定している。 

 

校長より：生徒をあたたかく見守っていただき、感謝申し上げます。教職員と、頂いたご意

見を共有していきたく思う。 

     （コミスク開始）以前から地域の方々から協力を頂いている。今年は、学校教職

員（各学年主任・生徒指導・生徒支援）からの話もさせていただき、より学校の

様子を把握してもらいたいと思っていた。 

      不登校生徒指導に対し、より学校における窓口が広がると、｢来てみようかな｣

と思う生徒も増えるかもしれない。今後、地域の方々の協力を頂きながら生徒の

居場所を作っていけるようにして行ければと考えている。 

戸塚さん：不登校生徒さんは、どれくらいいるのか。また、理由は何が主なのか。 

校長  ：概算で３０名程度である。一人一人によって状況は異なる。学習面、人間関係な

ど様々なことが複合しているケースも見られる。 

市村さん：進路はどのように考えているのか。 

校長  ：サポート校や、通信制の学校など、様々な進学先を考え、準備している。 

青木さん：（運営協議会に関するアンケートについて）これを元に、次回までに持参してい

ただきたい。 

校長  ：卒業式について。本校の運営協議会運営委員さんには列席をお願いしたいと考え

ている。コロナ前とは違う面（控え室・式での紹介や挨拶の仕方など）もありま

すが、ご了承ください。 

     卒業式の際のご自身の紹介を、この会でお知らせいただきたいです（用紙に書い

ていただき回収） 

岩淵さん・戸塚さん・西塔さん・齋藤さん: 

    運営委員以外に列席しなければ、｢学校運営委員｣として紹介してもらえればいい

のでは。 

校長  ：（上記意見を受け）｢学校運営協議会〇様｣と紹介させていただきます。 

 

３．校長より 

  次回の確認 

 

４．その他  

  なし 

 

次回の会議日程 

 2024 年２月 26 日（月） １３：３０  羽鳥中学校 図書室 

 


